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共進化とは？
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何を共進化させるのか？

・人と技術

・高齢者、子供、女性、外国人など

・平時と災害時

・個人の自由と公共の最適化

ー＞多様性を維持し、活気ある持続

可能な社会
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制度・文化層

サービス・システム運用層

製品・作物・作品層

製造技術・生産技術・設計技術層

自然法則・自然現象層

・社会の文化や政治・経済制度

・製品やコンテンツを組み合わせたサービスの運用

・一般の利用者が直接購入し利用する対象

・自然法則を利用した新しい技術の確立

・自然界に内在する原理や法則の発見

社
会
主
導
型
研
究
開
発

技
術
積
層
型
研
究
開
発

社会の文化•制度と技術の階層
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モビリティによる都市活力の活性化

• 世界の人口の８０％から９０％は都市に集中
• 建物や施設中心の都市設計から、モビリティによる活力に注目した都市設計へ
• 多様性に対応できる共進化（共生•進化）社会の構築



ヒト/モノのモビリティ

移動権
経費削減
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エネルギーモビリティ

安全•安心快適性
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情報モビリティ

情報経済 セキュリティ
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都市のモビリティシステム＝都市OS

情報インタフェース

ヒトとの移動情報の
コミュニケーション

人々や車両（移動手段）の動きをセンシング
人々の移動の要求に対する最適な手段と経路の提供
個人の利便性と社会全体の効率性のバランス
各々の移動手段に適合したエネルギーの供給と省エネルギー化
人々に必要な情報をわかりやすく提供しスムーズな移動を支援
事故や災害に対する臨機応変な対応
例外対応や課金による誘導

文書と法律に縛られた
２０世紀型社会からの
脱却

新しい社会規範と
社会統治機構
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行動シミュレーション

モバイル
空間統計

運行情報交通センサス
（VICS, PT）

CPS-MP（都市OSカーネル）

•都市型モビリティ管理
•統合型ナビゲーション

・避難経路計画策定
・防災情報提供

IC

個人ナビゲーション

屋外GIS 屋内BIM

利便性・効率性 収益性・経済性 安全性・安心性

人流交通流

都市型モビリティ 購買行動分析 防災・防犯

アプリケー
ション

目指す価値

データ
蓄積・分析

人流
社会インフラ
センシング

• ICカード購買行動分析
•イベント情報提供

オープン
データ

人口統計
社会調査
など

Ｗｅｂ
カメラ

ＩＣ
カード

レーザ・
レーダ

IMES
測位

スマフォ
プローブ

分析・解析システム

人流・交通流分析
•性別
•年代
•モダリティ分析
•移動軌跡分析
•行動特性/嗜好分析
•行動パターン分析

都市型モビリティ

IC IC IC

モビリティ基盤情報プラットフォーム

モビリティ基盤情報プラットフォーム

村上教授提供
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都市OSによるメリット

• 個別の都市サービスシステムの構築の無駄の排除
• 各種センサーや基本データの共有と流通
• サービスアプリケーション事業者の負担軽減
• 行政や社会制度の縦割りによる無駄の排除

• 新しい都市インフラの世界市場構築
• 都市OSの社会基盤としての輸出産業化
• 各種サービスアプリケーションの輸出振興
• センサー、表示、移動、エネルギーなど基本デバイスの市場開拓

• 関連産業や社会の構造改革
• モノ作りとサービスの一体化
• サービス運用による価値の創出
• デバイスや製品の新市場の創出
• 新サービスを実現しやすい社会制度や文化の醸成
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都市OSによる共進化社会システム

エネルギー
情報

自治体
クローズド
データ

交通情報
その他の
オープン
データ

センサー
データ

歩道

倉庫

ＥＶ

オフィスビル

高速道路

監視カメラ

入退館ゲート

ＥＳＣ

商業複合ビル

空港
産地

農業

橋
堤防

航空管制

住宅
マンション

ＳＡ/ＰＡ

ゴミ
処理場コンビニ 商店街

駅

農業用水路

病院

車道

市街地道路

河川

浄水場

トンネル

医療

都市ＯＳ

入退館ゲート
ＳＡ/ＰＡ

トンネル

グリーンパワー
モデレータ

スマート&マルチ
モータルシステム

パーソナルモビリティ
システム

電力消費

実社会
交通システム高齢化社会

防災

子供見守り

環境

街づくり

セキュリティ

リアルタイム

フォーキャスティングモデルオンライン
公開

インタフェース ナウキャスティング

・グローバル
スタンダード

・スケーラブル

・世界展開

自宅

Ａバス停

スーパー

シェアチャリ
ステーション

マルチモータルモビリティ大面積・多機能ディスプレイパーソナルモビリティサービス
ロボットアシスタンス

分散型エネルギーシステム

ロボットアシスタント

サービス
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都市OSに求められるもの

＊個別の社会システム（交通、金融、商業、物流、防災、教育、市民サービス、
福祉、環境など）に共通のサービス基盤を与えること

＊各種のセンサーデータや基本情報を複数のサービスで共有できること
＊各種サービスの相互作用を予測できること

＊複数の都市で共有できること（標準化）
＊新しいサービスや社会基盤の導入がスムーズに行えること（拡張性）
＊都市の拡大•縮小、技術の革新、環境変化に対応できること（柔軟性•スケーラ
ビリティ）

＊複数の都市に採用されること

＊新サービスを複数都市に展開しやすい環境を与えて新ビジネスを産み出すこ
と
＊都市OS同士がネットワークを形成して、さらに大きな地域OSとなること

ー＞都市の基本機能のモジュール化と共有化
ー＞活力と新規ビジネスの創成

持続可能性の担保
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2014.2.25 13

伊都水素キャンパス構想

燃料電池からの電気が売れる自由化後の「水素社会」を実証！ 佐々木教授提供

都市ガス
電気 水素

次世代燃料電池
超高効率発電 水素ステーション

（現有。水電解で水素製造） 燃料電池公用車

燃料電池バス

（太陽電池、風力）

燃料電池からの電気が売れる自由化後の「水素社会」を実証！

電力系統

水素燃料電池
（水素を電気に変換）

再エネ

＜実証＞
●キャンパス内バスのセロエミッション化！
●燃料電池常時発電による非常用電源確保！
●伊都を、再エネも含めたスマート社会へ！
●電力ガス自由化後のエネルギー未来社会を検討！

燃料電池・水素を核にしたスマートエネルギーネットワーク

（写真はイメージ。FC水素関連企業の
HP等の公開資料より引用）
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市 長

企画部 経済振興部 危機管理部 教育部 人権福祉部

地
域
振
興
課

情
報
政
策
課

学
研
都
市
づ
く
り
課

商
工
振
興
課

危
機
管
理
課

学
校
教
育
課

福
祉
支
援
課

バ
ス
担
当

シ
ス
テ
ム
担
当

九
大
連
携
担
当

買
物
弱
者
担
当

防
災
担
当

小
学
校
児
童
見
守
り

高
齢
者
福
祉
担
当

糸島市におけるICT街作り事業（総務省）

①子供の見守り事業
②高齢者独居老人見守り事業
③防災訓練事業
④買物難民対策事業
⑤住民の足維持効率化事業

都市基盤の共通化による効率化•標準化
国民ID制度への準備

市民２万人に配布
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３７機関（４大学、７公共団体等、２６企業）

大学と企業等の連携による社会実装

• 【申請機関名】

• 【参画機関名】

ヒ
ト
・
モ
ノ
の

モ
ビ
リ
テ
ィ

エ
ネ
ル
ギ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ

産
業

数
学

情
報
モ
ビ
リ
テ
ィ

【申請機関名】

【参画機関名】

横浜市
T
M
S

【申請機関名】 【参画機関名】EMS

15

http://www.u-tokyo.ac.jp/index_j.html
http://www.u-tokyo.ac.jp/index_j.html


ご清聴ありがとうございました


